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人・都市・社会の価値を高めるビルシステムF E A T U R E D  A R T I C L E S

画像解析応用サービスによる
タッチレスソリューション

加藤 審吾｜Kato Shingo

谷酒 範昭｜Tanisake Noriaki

天野 康介｜Amano Kosuke

春名 成彦｜Haruna Shigehiko

近年，ビル利用者の多様化やデジタル技術の発展など，ビルを取り巻く環境は急速に変化しつ
つあり，新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けて，建物内における非接触な移動・生活の
実現が求められている。
株式会社日立ビルシステムは昇降機保全事業で培ったノウハウ・インフラを活用し，防犯カメラシ
ステムや入退室管理システムなどの建物トータルソリューションを提供してきた。防犯カメラの契約
台数は累計約20万台，ビル管理クラウドサービス「BIVALE（ビヴァーレ）」による入退室管理シ
ステムのサービス契約数は約3,000件に上る。
本稿では，「BIVALE」を中心として体系化を進めている日立ビルシステムのビル管理クラウドサー
ビスについて，スマートビルへの展開に向けた将来構想とともに紹介する。

1. はじめに

先進国を中心とした労働人口不足，グローバル化，モ
ノからコトへの消費者ニーズの変化など社会潮流の変化
を受け，ビルにおいても，単純な監視カメラシステムや
入退室管理システムの提供だけではなく，運用の改善に
向けたソリューションや，利用者に配慮したソリュー
ションの提供が求められている。
個人情報漏洩（えい）事故対策などに向けたセキュリ
ティ強化のニーズや，地球温暖化への懸念をはじめとす
るエコ・省エネルギー意識の高まりを踏まえ，株式会社
日立ビルシステムでは2012年よりサービスを開始した
ビル管理クラウドサービス「BIVALE（ビヴァーレ）」を
通じ，社会潮流に合わせたソリューションを提供して
きた1）。
現在，世界中で新型コロナウイルスが猛威を振るって

おり，さらなる感染拡大の防止に向けては，監視目的の
みの防犯カメラシステムや認証媒体への接触を伴う入退
室管理システムに，さらなる安全・安心を付加したサー
ビスの提供が急務となっている。そこで，日立ビルシス
テムは衛生面を考慮したタッチレス化に着目し，従来の
BIVALEによるサービスと連携して，画像解析技術を応
用したソリューションの提供を進めている2）。

2. 画像解析市場の動向

Fortune Business Insights Pvt. Ltd.によると，2018年
時点で世界の画像解析の市場規模は約25億USドルであ
り，2026年には約120億USドルに迫り，この期間の
CAGR（Compound Average Growth Rate：年平均成長
率）は22％に達する見込みである。その中でも今後，市
場の成長を牽（けん）引していくのは，政府機関による
テロ対策などの投資と，セキュリティ面における投資の
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二つと考えられる。2018年時点では単純な動作検知関連
の画像解析の比率が高いが，これらの投資により，今後
は対象物のより詳細な動作検知や車番認証の市場の成長
と技術向上が予測されている3）。
今後の注目市場はアジア太平洋地域であり，中でも需
要の伸長が期待される中国・インドにおける市場規模は，
2018年時点で約5億USドルに達していた。また，画像解
析用クラウド技術の向上を見越して，今後は中小企業の
クラウドベースでの画像解析の採用が増えると期待され
ている。それ以外にも，画像解析技術を応用した自動運
転，産業機械自動化，ロボットなどの分野で，今後著し
い成長が見込まれている。

3.  画像解析を利用した
ソリューションサービス

画像解析技術を活用したサービスは国内外で多数の企
業により提供されているが，日立ビルシステムの強みは，
昇降機メーカーであり，防犯カメラシステムや入退室管
理システムを昇降機と連携して提供できる点である。
日立ビルシステムでは，顔認証や人流解析などの画像
解析応用サービスと各システムを連携することで昇降機
や入退室管理システムの利便性，利用時の衛生面を考慮
した機能のサービス化を進めている。

3.1

画像解析システム構成

現在，市場にはさまざまな画像解析サービスがあるが，
それらはクラウド型または大型のオンプレミスサーバ型
によるサービスが主流であり，レスポンスの遅延や，高
価な導入コストが課題となっている。

そこで日立ビルシステムでは，安価で小型なAI
（Artifi cial Intelligence）エッジ端末とBIVALEを連携さ
せることで，画像解析サービスの導入が容易なシステム
を実現した。また，LAN（Local Area Network）ポート
や通信インタフェースを有するため，既存の防犯カメラ
システムや入退室管理システムに接続することで，既存
資産を有効に活用することが可能である（図1参照）。
特にクラウド型の画像解析サービスで課題となる個人
情報管理についても，顔認証データをAIエッジ端末に保
存することにより，インターネット上に個人情報が保存
されることがない，個人情報保護に配慮したシステム構
成としている。

3.2

タッチレスソリューション

画像解析技術を活用したタッチレスソリューション
は，顔認証ソリューションと人流解析ソリューションに
大別される。日立ビルシステムでは，ドアやエレベーター
などのビル設備機器と連携したサービスを提供している。
まず，顔認証ソリューションは従来のIC（Integrated 
Circuit）カードや静脈などの認証媒体による認証に加
え，顔認証技術を利用した入退室管理システムであり，
ドアセキュリティやセキュリティゲートに適用可能であ
る。また顔認証とすることで，タッチレス化を実現して
いる。
一方，人流解析ソリューションでは，エレベーターホー
ルやビルのエントランスにいる人の数をカウントし，人
数に応じた最適なエレベーターの運転制御や，タッチレ
スによるエレベーターのホール呼びなどを実現する。
（1）顔認証ソリューション
顔認証サービスは，ビルの共用部に設置されたフラッ

画像解析システム防犯カメラシステム 入退室管理システム

ネットワーク
カメラ

録画装置

PoEハブ

登録用PC

AIエッジ端末

センター

コントローラ

扉（電気錠）

図1｜ システム構成概要
既存システムにAIエッジ端末と，顔認証画像を登録
するパソコンを追加することで導入が可能である。

注：略語説明
PoE（Power over Ethernet），AI（Artifi cial Intelligence）
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パーゲートや，専有部の執務室のドアなどの認証媒体と
して利用することで，タッチレスで衛生的な入退室管理
システムを実現できる。既設のネットワークカメラを利
用することもできるため，防犯用途との併用も可能であ
る。また，被写体撮影カメラと赤外線カメラのデュアル
レンズを搭載した顔認証専用端末の採用によって写真や
動画によるなりすましを防止し，より高いセキュリティ
を必要とするサーバルーム入口などにも適用可能である
（図2参照）。
また，ネットワークカメラの画角内に最大10人までの
同時認証を実現したバーチャルゲートを設定すること
で，朝の通勤時のエントランスでの認証時間削減が期待
できる。このソリューションでは，ICカードのように
各々がカードをカードリーダーにかざすことなく個人を
特定できるため，スピーディーな出退勤管理も可能とな
る（図3参照）。
この顔認証システムの特長として，社員証や履歴書の
写真データを利用できるため，指紋認証や静脈認証のよ
うにシステム導入時に生体情報の登録が不要な点が挙げ

られる。これにより，システム導入時の運用工数削減が
期待できる。仮に顔認証データの作成が必要となる場合
も，写真を撮影するのみであるため，認証媒体に触れる
ことなく登録可能であり，タッチレスで衛生的である。
また，スマートフォンや従来型の携帯電話にて自身で
撮影した写真を顔認証データとして活用できるため，ビ
ルへの来訪者を事前登録することでエントランスをタッ
チレスで通過可能となり，ビル受付での滞留時間を削減
することができる。
（2）人流解析ソリューション
人流解析による人数カウントでは，ネットワークカメ
ラの画角内にバーチャルラインやバーチャルエリアを設
定することで，入場者と退場者を同時に検知することが
でき，施設内にいる総人数をタイムリーに集計すること
ができる（図4参照）。
2020年4月からは，大規模商業施設において訪れた人
数を区域ごとに計測・集計し，そのデータをマーケティ
ング情報として活用し始めている。
人流解析の応用として，バーチャルラインやバーチャ
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図2｜ 顔認証専用端末を利用した入退出
顔認証専用端末を用いた生体確認により，顔写真，
顔動画によるなりすましを防止し，より高いセキュリティ
を必要とするサーバルーム入口などへの適用が可能
である。
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図3｜ バーチャルゲートを利用した
人数カウント

防犯カメラの画角内にバーチャルゲートを設定するこ
とで，最大10人まで同時に顔認証が実施可能で
ある。
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ルエリアを設定し，ラインを越えた，あるいはエリアに
侵入した人物を検知した際に発報することで，防犯用途
での利用も可能である。
センサーを用いた侵入検知では，小動物など人物以外
の検知により誤報が発生するケースがあるが，画像解析
技術を用いることで人物だけを検知対象とすることが可
能となり，検知精度の向上が見込める。
また，エレベーターホール内に設定したバーチャルエ
リア内にいる人数，または入り口に設定したバーチャル
ラインを越えた人数をカウントすることで，人数に応じ
たエレベーター制御を行うことができる（図5参照）。基
準階においてバーチャルラインを越えた人物を検知し，
エレベーターの呼びボタンを自動押下することも可能で
ある。
また，主にマンションなどに納入している「ダブルセ
キュリティ4）」との連携により，顔認証で個人を特定し

エントランスを開錠後，自動でエレベーターを呼び，そ
の個人の行先階を自動で指定することができる。これら
を一連の流れとして制御することにより，目的階まで
タッチレスで移動できるため，便利かつ衛生的であり，
感染症予防の面でも有効である。

4.  画像解析技術を活用した
今後のサービス提供

画像解析の分野では今後，ニーズの複雑化に対応する
ため多様な解析技術が必要とされると見込まれるが，
日立ビルシステムが取り組むスマートビルへの応用が可
能となる技術は次の二つに分類できると考えられる。
（1）顔認証技術の応用
顔認証技術は昨今広く普及しており，個人用携帯電話
の認証，入国管理ゲート，オフィスの出退勤管理や入退

バーチャルエリア

累積人数カウント
18
00

IN

OUT

図5｜ バーチャルエリアを利用した
人数カウント

人流計測による人数カウントにてエレベーターホール
内に設定したバーチャルエリア内の人数をカウントで
きる。
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図4｜ バーチャルライン越えを利用した
人数カウント

出入口に設置したIP（Internet Protocol）カメラの
画角内にバーチャルラインを引くことで，施設（エリ
ア）内を行き来する入場者，退場者を同時にカウン
トでき，施設内にいる総人数をタイムリーに集計する
ことが可能である。
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室管理，テロ対策用の広域システムなどに使用されて
いる。
また，顔認証を応用したサーマルカメラによる体温検
知なども可能である。近年では性別・年齢のみならず，
体調や感情の推測など，より高度な認識ができるように
なった。
今後は防犯カメラを多く納入する流通系の顧客に対
し，性別・年齢の分析データ提供や，スマートビル化の
一環としてビル入場者の健康状態の把握などのサービス
を検討していく。
（2）行動検知技術
行動検知技術では，背景の画像と対象エリアをピクセ
ル比較することで認識し，人数カウントやエリアカウン
ト，置き去り検知，滞留検知といったさまざまな応用が
可能である。
スマートビルの推進に向け，今後はビルや施設内で発
生した転倒などの異常行動検知や，不審者行動，軌跡検
知および車いす・ベビーカー検知，迷子検索機能などの
技術も取り入れ，より高度な画像解析サービスを提供し
ていく。また，人数カウントを利用し，施設内区域の人
数に応じた空調制御をおこなうAI空調との連携なども
検討していく。

5. おわりに

本稿では，日立ビルシステムの防犯カメラを活用した
画像解析応用システムにおける新たな取り組みと今後の
展望について述べた。
「人・ビル・社会」に新たな価値を提供することは，
日立ビルシステムの企業理念の一つである。オフィスビ
ルやマンションを取り巻く環境は大きく変わりつつあ
り，日立ビルシステムは時代のニーズを捉えながら，よ
り安全で快適な環境づくりを提案していく。また，管制
センターやフィールドエンジニアといったインフラ資源
や，これまでに培ってきたビル設備へのノウハウに加え，
新たに開発するデジタル技術などを活用し，ビルに関わ
る人に新たな価値やサービス，スマートビルソリュー
ションを提供していく。

参考文献など
1） 龍口充宏，外：ビルの省エネルギー推進に寄与するクラウド型ビル
管理システム「BIVALE」，日立評論，94，3，272～275（2012.3）

2） 日立ニュースリリース，建物内の非接触での移動・生活を実現する 

ビル・マンション向けタッチレスソリューションの展開について
（2020.4）， 

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2020/04/0428.

html

3） Video Analytics Market Size, Share and Industry Analysis By 

Component （Solutions, Services）, By Application （Crowd 

Management, Facial Recognition, Intrusion Detection, License 

Plate Recognition, Motion Detection, and Others）, End-User 

（BFSI, City Surveillance, Critical Infrastructure, Education, 

Government, Retail, Transportation, and Others） and Regional 

Forecast, 2019 - 2026, Fortune Business Insights, Report ID 

FBI101114 （2019.8）, 

https：//www.fortunebusinessinsights.com/industry-reports/

video-analytics-market-101114

4） 株式会社日立ビルシステム：ダブルセキュリティ（ハンズフリーセキュ
リティシステム）， 
http://www.hbs.co.jp/solution/security/new-apartment/hands-

free/index.html

執筆者紹介

加藤 審吾
日立製作所 ビルシステムビジネスユニット ソリューション事業部 

デジタルソリューション推進プロジェクト 所属
現在，デジタルソリューションを核とした新事業企画業務に従事

谷酒 範昭
株式会社日立ビルシステム ソリューション事業部 

フロントエンジニアリング部 所属
現在，海外事業企画業務に従事

天野 康介
株式会社日立ビルシステム ソリューション事業部 

ビルICTソリューション部 所属
現在，ICT商品の企画に従事

春名 成彦
株式会社日立ビルシステム ソリューション事業部 

デジタルソリューション推進プロジェクト 所属
現在，デジタルソリューションを核とした新事業企画業務に従事



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


